
成田空港におけるビジネスジェットの利便性向上の取り組み

① ビジネスジェット用駐機スポットからビジネスジェット専用ターミナルの間に新たなアクセスルートを整備することにより、ビジネ
スジェット専用ターミナルとビジネスジェット用駐機スポット間の移動所要時間を短縮。（移動時間短縮：１６分程度→８分程度）

② ビジネスジェット専用ターミナル近くのエリアにビジネスジェットが利用可能なスポットを増設。
当該スポットを利用することにより、更なる移動時間の短縮が可能。（移動時間短縮：８分程度→約５分程度）
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② ビジネスジェットが利用可能な駐機スポットの増設
（平成26年9月18日運用開始予定）

定期便が使用していない時間には、ＢＪ専用ターミナル
まで５分程度で移動できるスポットで旅客の乗降が可能
（大型機１機又は小型機２機に対応）

成田空港

トンネル

トンネルトンネル

ターミナル

ＢＪ用

ＢＪ専用
ターミナル

青線：既設のルート

赤線：新設ルート

① ＢＪ専用ターミナル～ＢＪ用駐機スポットまでの新ルート整備
（平成26年9月18日運用開始予定）
２本目のアクセスルートを整備することで、ＢＪ専用ターミナルと
ＢＪ用駐機スポット間の移動時間が16分程度→8分程度に短縮
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ＢＪ用駐機スポット間の移動時間が16分程度→8分程度に短縮

H26.6.25まで H26.6.26～
（参考） 大型ビジネスジェット用スポットの整備(平成26年6月26日供用開始済)
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○ 大型機駐機スポットを追加（大型機用スポット数：1 → 3）
○ 供用後も従前どおり小型機の駐機スポットとして利用可能

大型機発着回数：成田空港におけるビジネスジェットの発着回数のうち、
小型機用のスポットでは駐機できない機材（Ａ３２０やＢ７３７クラス
など）の発着回数 出典：成田空港会社
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